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１．はじめに 

 

松山市の下水道事業は、昭和 37 年に供用を開始して以降、計画的に下水道の整備を進めるとともに、平

成 20 年度には企業会計※を導入し経営状況を明確にした上で、借入金残高の縮減など経営基盤の強化に 

取り組んできました。 

このような中、近年、施設の老朽化に伴う改築更新※事業費の増加が心配されており、さらに将来的には 

人口減少等の影響によってって使用料収入が減っていく見通しとなっています。また、熟練職員の退職等に伴い、  

技術継承も課題となっています。そこで、こうした事業環境の変化を捉え、下水道事業を将来にわたり安定的に

運営していくため、平成 29 年 3 月に中長期的な経営計画である「松山市下水道事業経営戦略」を定めまし

た。 

このたび、本戦略を定めてから 5 年の節目を迎えるにあたり、市民の皆様に本市の取組について御理解をい

ただくため、計画の進行状況や、成果を評価するための管理指標の実績、それらを受けて今後の投資・財政計

画等を公表することにしました。 

今後も、本戦略の経営理念である「お客様の声に謙虚に耳を傾け、知恵と工夫により、絶えず事業改善を

行い、将来にわたり、持続可能な下水道経営を目指す」ため、この中間報告を皆様と共有するとともに、引き続

き目標達成に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「松山市下水道事業経営戦略」の体系 
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２．4 つの戦略別の進行状況 

 

 

(1) 体系 

           【施策】                            【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)各施策の進行状況 

⚫ 官民連携※の推進（継続） 

施設整備を効率的に進めるため、令和 4 年度から設計・建設に着手する下水汚泥固形燃料化事業に  

民間の運営ノウハウや技術的能力が活用できる DBO 方式を採用しました。この事業は、西部浄化センターの

汚泥焼却施設の老朽化が進むとともに、下水汚泥リサイクル率も低いことから、既設焼却施設に代わり固形燃

料化施設を導入することで、それらの課題を解消します。 

また、今後は、浄化センターの包括的民間委託※について、引き続き委託内容を検証し最適化を進めるほか、

雨水排水ポンプ場を効率的に維持管理するため、ICT を活用した遠隔監視など、施設の高度化・効率化に 

ついて調査・研究を行います。 

保有資産の活用 

下水道 BCP※に基づく訓練等の実施と継続的な見直し 

産学官パートナーシップの研究 

 

ストックマネジメント※の導入 

消化ガス発電設備の稼働率向上 

大規模地震や大雨等の災害発生時の対応 

民間資金及びノウハウの活用 

農業集落排水事業※の民間委託の研究 

 

投資の平準化と予防保全型※の維持管理 

長寿命化※計画の策定及び実施 

修繕及び点検の優先順位付け 

資産・業務戦略 

資産・資源の有効活用 下水熱※の研究 

管渠
か ん き ょ

の維持管理業務の包括的民間委託※の研究 

広域化・共同化・最適化 （共同化）汚泥の共同処理に係る調査研究 

（最適化）し尿処理場の処理水の受入 

事故や災害発生時の体制強化（委託業者との連携拡充） 防災対策の充実、危機管理等の体制整備 

官民連携※の推進 

 

（広域化）行政区域の境界地域の下水道整備の調査研究 

処理場の包括的民間委託※の発注方法等の研究 
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⚫ 投資の平準化と予防保全型※の維持管理（継続） 

管渠や施設の老朽化が進む中、長寿命化※対策を実施するとともに、健全経営には中長期的な改築需要

を見通した上で事業費を平準化する必要があるため、適切な時期に適切な規模の施設更新を行うストックマネ

ジメント※計画を令和２年度に定めました。 

今後は、ストックマネジメント※計画に基づき、管渠やポンプ場の老朽度を把握し、優先度に応じて改修を 

行うことで、投資を平準化し財政運営の健全化を図ります。また、近年の大雨被害等に対応するため、処理場

（浄化センター）やポンプ場の耐水化を計画的に実施します。 

 

⚫ 資産・資源の有効活用 （拡充） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 防災対策の充実、危機管理等の体制整備 （継続） 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 広域化・共同化・最適化 （継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【実地訓練】 

【松山圏域の検討会】 

効率的に下水道整備を行うため、本市と砥部町にまたがる 

上野団地のうち、本市側の団地から行政区域を越えて砥部町

公共下水道に接続し、平成 31 年 4 月から汚水の共同処理を

開始しました。また、西部浄化センターでは、令和 2 年 4 月から

松山衛生事務組合が所管する汚泥再生処理センター（松山

衛生 eco センター）の処理水の受け入れを開始しました。 

今後も引き続き、将来の人口減少や財政的な制約を見据

え、処理場の統廃合や松山圏域での汚泥の共同処理等につい

て、周辺自治体との意見交換や調査・研究を行っていきます。 

災害時の体制強化に向け、松山市下水道 BCP※に基づく 

机上訓練や実地訓練、民間事業者との合同訓練等を実施す

るとともに、上下水道の組織統合によるスケールメリットをいかした

体制を整備しました。 

今後も引き続き、こうした訓練の充実に加え、委託業者との

連携を拡充しながら、危機管理体制を強化していきます。 

【消化ガス発電設備】 

現有の資産・資源を有効活用するため、中央浄化センターの

消化ガス発電設備の排ガスボイラについて、平成 29 年度から 

本格運用を開始しました。また、現在、下水熱※の有効活用に 

ついて先進事例の調査研究を行っています。 

今後は、下水熱※を利用するための目安となるポテンシャルマッ

プを作成し、市内で活用できる場所をお示しするとともに、市有 

施設等への導入を検討していきます。また、消化ガス売電事業※

の高い稼働率を維持する方策について研究を行うなど、資産・ 

資源の有効活用策を検討し、「2050 年カーボンニュートラル」の

実現に向けた取組を進めていきます。 
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(3) 経営指標の推移 

 

⚫ 水洗化率＝（現在水洗便所設置済人口／現在処理区域内人口）×100（%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 損益勘定職員 1 人当たり使用料収入＝下水道使用料／損益勘定職員※（千円／人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 管渠の改築更新率＝（長寿命化※済管渠延長／長寿命化※が必要な管渠延長）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

下水道を利用できる人口のうち、水洗便所を設置して汚水を  

下水道で処理している人口の割合を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 93.0％以上を目指します。 
 

【進行状況】 

継続的に接続勧奨に取り組んでおり、令和 3 年度の中間目標を

達成する見込みです。 

【指標】  

長寿命化※が必要な管渠延長に対して、対策が完了した管渠

延長の割合を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

ストックマネジメント※計画等の計画期間（3 年程度）終了年

度に 100％を目指します。 
 

【進行状況】 

平成 29 年度に定めた長寿命化※計画に基づき、計画的に改

築更新※を行っています。今後は、令和 2 年度に定めたストックマネ

ジメント※計画に基づき、令和 5 年度に 100％を達成できるよう取

り組んでいきます。 

【指標】  

損益勘定職員※（維持管理部門に従事する職員）1 人当たり

の使用料収入を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 126,000 千円／人以上を目指します。 
 

【進行状況】 

近年、少量使用の割合が増加するなどにより、使用料収入の 

増加幅が鈍化していますが、引き続き効果的な接続勧奨に取り組

んでいきます。 
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近隣事業体及び中核市との連携 

 

 

 

(1) 体系 

【施策】                             【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

(2) 経営指標の進行状況 

⚫ 技術やノウハウを次世代へ継承する（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道サービスを維持するための組織体制の研究 

 

職員のモチベーションの維持及び向上

 

若手職員や女性職員によるプロジェクトの企画実施 

幹部職員と若手職員によるフリートークの実施 

 

各種研修の充実 

 
経営感覚のある職員の育成や他都市職員との交流促進 

 

下水処理場での現場研修 

 

抱える課題の共有や意見交換会の実施 

 中核市等との情報共有の効率化 

コア業務などの検討 

 

（仮称）「技術継承講演会」の開催 

 

再雇用等の活用により、技能やノウハウの円滑な継承 

各課が取り組んでいる「カイゼン活動」の情報共有 

 

組織・人材戦略 

技術やノウハウを次世代へ継承する 

 

新技術や新工法を習得するための技術講習会への参加 

 

各業務のマニュアル化を進め、引継ぎ事項を定型化 

（仮称）「職場レポート」の作成 

職員満足度アンケートを実施し課題の解決を行う 

適切な人員体制の研究 

 

熟練職員の退職や業務の委託範囲の拡大に伴い、職員

の技術力の維持・向上が課題となるため、外部機関が実施

する専門技術研修を受講し、その内容を職場に還元すること

で技術力の底上げを行うとともに、OJT や再雇用制度を活用

し、熟練職員の技術の継承に努めています。また、職員のノウ

ハウを蓄積するとともに、異動時の引継ぎを適切に行うため、

各業務のマニュアルを整備し随時更新しています。 

今後も、こうした取組を通じて技術力の維持・向上を図り、

次世代へと技術継承していきます。 
【引継ぎの様子】 
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⚫ 職員のモチベーションの維持及び向上（継続） 

職員のモチベーション向上には組織の活性化が欠かせないことから、幹部職員と若手職員のフリートークや、

若手職員等の企画による業務改善等を部内横断的に実施するなど、風通しの良い職場環境づくりに努めてき

ました。 

今後は、こうした取組に加え、テレワークの推進や会議時間の短縮など新たな働き方への対応を適切に行う

ことで、更なる業務効率化を図り、職員のモチベーションアップにつなげていきます。 

 

⚫ 各種研修の充実 （継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 近隣事業体及び中核市との連携 （完了） 

広域化や共同化等の調査・研究を行っている松山圏域の検討会の場を活用し、近隣事業体それぞれが 

抱える課題等について意見交換を行い、相互の理解を深めました。 

今後は、資産・業務戦略の施策である「広域化・共同化・最適化」の取組の中で連携を強化していきます。 

 

⚫ 下水道サービスを維持するための組織体制の研究 （継続） 

企業会計※方式で運営している下水道事業や水道事業などの窓口サービスの向上と事業の合理化・効率

化、危機管理体制の強化を進めるため、令和３年４月に上下水道の組織統合を行いました。 

今後も、限られた人員を最大限活用できるよう、適切に職員を配置するとともに、下水道施設の維持管理や

改築・更新等を着実に進めるための体制づくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道事業の専門知識や関係業務について理解を深める

ため、下水道の管渠・施設整備などの専門技術や、下水処

理場の維持管理業務、地方公営企業の会計制度などについ

て、現場や実務を熟知した職員が講師となり内部研修を実施

することで、専門知識と経営感覚を備えた職員の育成に努め

てきました。 

今後も、引き続きこうした研修を充実させ、下水道事業に

精通した職員を育成していきます。 
【内部研修】 
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(3) 経営指標の推移 

 

⚫ 外部講習会参加率＝（外部講習会に参加した人数／新規配属者数（業務単位））×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 引継ぎ実施率＝（引継いだ事業数／引継ぎ対象事業数）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ マニュアル化率＝（マニュアル化した数／マニュアル化すべき数）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

職員の技術力の向上を図るため、外部講習会に参加した 

割合を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

毎年度 100％を目指します。 
 

【進行状況】 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で参加率が

低下しましたが、例年は 100%を達成しています。 

【指標】  

お客様サービスの低下を防ぐために必要な業務の引継ぎの実

施割合を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

毎年度 100％を目指します。 
 

【進行状況】 

計画策定当初から 100％の達成を維持しています。 

【指標】  

業務品質を維持・向上させるための各種業務マニュアルの 

整備割合を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

毎年度 100％を目指します。 
 

【進行状況】 

計画的にマニュアル化を進めていることで、令和 3 年度も  

目標値を達成する見込みです。 
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(1) 体系 

【施策】                             【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 経営指標の進行状況 

 

⚫ 経営基盤の強化（継続） 

収益確保に向け、下水道への接続状況を戸別確認する調査員と連携し、効率的な接続勧奨を行うととも

に、管渠の老朽化等に伴い不明水※が増加することで中・長期的に下水道事業経営を圧迫することになるため、

マンホール蓋の取替や、管更生、取付管の不具合補修など雨水や地下水の侵入対策を実施しました。 

今後は、こうした取組に加え、計画的な施設更新に必要な財源を確保するため、下水道使用料原価への

資産維持費※の算入等についても検討を行い、経営基盤の強化を図っていきます。 

 

⚫ 経営の効率化（継続） 

将来的な更新費用の増大に備え、経営改善策として、企業債※の新規借入の抑制や、借入れ方法を元金

均等方式※へ変更するなどの措置により、支払利息の縮減を図りました。また、汚泥処理方法の変更（埋立

処理からセメント化・堆肥化へ）や、ポンプ場等の設備の効率化による機器台数の削減などを行い、経費削減

に努めました。 

今後もこうした経費削減の取組を継続するとともに、将来の大規模な施設更新に向け、所要資金の確保策

を検討していきます。 

 効率的な接続勧奨の検討 

財務戦略 

経営基盤の強化 

 

 滞納整理や電話催告の実施による未収金の減少 

将来の財源確保の検討 

 

費用対効果を考慮した不明水※対策 

迅速かつ定期的な顧客動向の把握 

 

新たな収入の確保 

経営の効率化 

 

 資本費※の削減 

 投資以外の経費の削減 

 省エネ・省 CO₂機器の導入 
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(3) 経営指標の推移 

 

⚫ 処理区域内人口 1 人当たり汚水維持管理費＝（汚水処理費（維持管理費※）／現在処理区域内人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 経常収支比率＝（営業収益＋営業外収益）／（営業費用＋営業外費用））×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 累積欠損金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

経常費用が経常収益でどの程度賄われているかの割合を示

します。この値が高いほど、収益性が図られていることになりま

す。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 115.0％以上を目指します。 
 

【進行状況】 

企業債※の新規借入を抑制することで支払利息を縮減した

ことなどにより、令和 3 年度の中間目標は達成する見込みで

す。 

【指標】  

営業活動によって生じた損失で、繰越利益剰余金や利益積

立金、資本剰余金等でも補てんすることができず、複数年度に

わたって累積した損失を示します。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに解消を目指します。 
 

【進行状況】 

普及拡大による下水道使用料の増収や支払利息の縮減等

により、純利益が順調に確保できていることから、令和 3 年度に

前倒して達成する見込みです。 

【指標】  

処理区域内人口 1 人当たりの汚水処理費（維持管理 

費※）を示します。 

 

【目標値】 （変更） 

老朽化に伴う修繕費の増加や労務単価の上昇により、 維

持管理費※が増加しているため、類似都市平均を参考にした上

で、令和 8 年度までの目標を 6,090 円以下から 7,500 円以

下へと見直します。 
 

【進行状況】 

維持管理費※が増加傾向にある中、目標達成に向け、可能

な限りコスト削減を図っていきます。 

110.1 
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H29 H30 R元 R2 R3 ～ R8
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1,714,572 

131,654 
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累積欠損金
の解消
（R8）
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7,000
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⚫ 流動比率＝（流動資産／流動負債）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 借入金残高対使用料収入倍率＝借入金残高／使用料収入（倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 企業債依存度＝（建設改良事業費の財源に充てる企業債※／建設改良事業費）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

建設改良事業費の財源に占める企業債※の比率で、本市

独自の指標になります。この値が低いほど、財務の安全性が 

図られていることになります。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 60.0％以下を目指します。 
 

【進行状況】 

毎年目標値を下回っており、今後も引き続き達成できるよう

取り組んでいきます。 

【指標】  

使用料収入に対する借入金残高の規模感（使用料収入

に対して借入額が過大でないかどうか）を表す割合を示します。

この値が低いほど、財務の安全性が図られていることになります。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 16.5 倍以下を目指します。 
 

【進行状況】 

着実に減少に向かっており、令和 3 年度の中間目標を達成

する見込みです。 

【指標】 

流動負債に対する流動資産の割合で、企業の短期的な 

支払い能力を示します。この値が高いほど、財務の安全性が 

図られていることになります。 

 

【目標値】 （継続） 

安定的な資金確保を行うことで、令和 8 年度までに

100.0％以上を目指します。 
 

【進行状況】 

流動比率※は着実に向上しており、令和 3 年度の中間目標

を達成する見込みです。 
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⚫ 処理区域内人口１人当たり借入金残高＝借入金残高／現在処理区域内人口（千円／人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 自己資本構成比率＝（（資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益）／負債・資本合計）×100（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

総資本に対する自己資本の占める割合を示します。この値が

高いほど、財務の安全性が図られていることになります。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 58.8％以上を目指します。 
 

【進行状況】 

元金償還が順調に進んでいることにより、負債・資本合計が

減少しており、令和 3 年度の中間目標を達成する見込みで

す。 

【指標】  

現在の処理区域内人口 1 人当たり、どれだけ借入金残高が

あるかを示します。この値が低いほど、財務の安全性が図られて

いることになります。 

 

【目標値】 （継続） 

令和 8 年度までに 292 千円／人以下を目指します。 
 

【進行状況】 

借入金残高は着実に減少しており、令和 3 年度の中間目標

を達成する見込みです。 

51.2 

52.3 

53.6 

54.6 

53.6 

58.8 

50

52

54

56

58

60

H29 H30 R元 R2 R3 ～ R8

(%)

中間
目標値

最終
目標値

400 
388 

375 
361 362 

292 

250

300

350

400

450

H29 H30 R元 R2 R3 ～ R8

(千円)

中間
目標値

最終
目標値



- 12 - 

 

 

(1) 体系 

【施策】                            【取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 経営指標の進行状況 

 

⚫ 広報・広聴活動の充実（継続） 

市立小学校への出前講座や処理場の施設見学に加え、新たに官学連携事業として、松山大学の学生と

協働で災害用マンホールトイレの PR 活動を行い、令和 2 年度に GKP※（下水道広報プラットフォーム）広報

大賞の行政部門賞を受賞しました。また、デザインマンホールの設置やマンホールカードの配布を行うなど、市民

の皆様に下水道への理解と関心を深めていただくよう積極的に広報・広聴活動を行いました。 

今後も、下水道と上水道の内容を一元化した出前講座や各種イベント、広報紙等を活用しながら広報・ 

広聴活動を充実させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 新たな支払方法の費用対効果の検証 

市内小学校の出前講座等の充実 

 

発信方法及び内容の継続的な見直し 

経営成績などの公開と将来の課題の見える化 

広報戦略 

各種人材育成への取組の公開 

 

下水道情報の見える化の推進 

 

広報・広聴活動の充実 

 
お客様に対する積極的な情報公開及び発信 

 

処理場見学の受入の推進 

 

お客様サービスの充実 

 

幅広い層のお客様ニーズの把握 

お客様対応業務委託の拡大の研究 

 

 ホームページの内容を充実 

【松山大学生と協働して作成したマンホールトイレ設置マニュアル】 
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⚫ 下水道情報の見える化の推進（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ お客様サービスの充実 （継続） 

下水道事業の取組や広報に対する市民の皆様の理解度や満足度を把握するため、令和 3 年 2 月下旬 

から 3 月上旬にかけて市民意識調査を実施しました。調査結果を受けて、今後も下水道事業の認知度を  

向上させるための広報に努めるとともに、お客様ニーズを捉えながらサービスの充実を図っていきます。 

 

 

(3) 経営指標の推移 

 

⚫ 延べ情報発信回数（ホームページを除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【指標】  

ホームページを除く、各種媒体を活用した情報発信回数を 

示します。この値が高いほど、企業局からの情報発信量が多い

ことになります。 

 

【目標値】 （継続） 

積極的な情報発信を行い、毎年 5 回以上の発信を目指し

ます。 
 

【進行状況】 

今後も、各種媒体を通じて積極的な広報を行い、引き続き

目標を達成できるよう取り組んでいきます。 

【市政広報番組「大好き！まつやま」撮影の様子】 【松山大学生による浄化センター見学】 

【ホームページに掲載している経営比較分析表】 

 

下水道事業の取組や経営状況等を分かりやすく情報発

信するため、ホームページの構成を見直すとともに、掲載内容

の充実化を図りました。 

今後も、各種情報がより見やすくなるよう、利用者目線で

随時ホームページの見直しを行っていきます。 
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3．投資・財政計画 

 

 (1) 前期計画期間の実績 

①当年度純利益と累積損益の推移 

前期計画期間は、企業債※の借入利率が低利であったことや、新規借入の抑制により支払利息を 

縮減したことなどによって、当年度純利益が平均約 14.1 億円で推移しました。これにより、累積欠損金

は、令和 8 年度から令和３年度に前倒して解消できる見込みです（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②企業債※残高の推移 

下水道事業の経営課題である企業債※残高は、順調な定時償還と新規借入の抑制により、計画値

よりも良好な水準で推移しました。令和 3 年度末で計画値を約 30 億円下回り、約 1,160 億円まで

減少する見込みです（図 2）。 
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（百万円）

企業債収入

（百万円）

（図2）企業債収入と企業債残高

【計画】企業債収入 【実績】企業債収入 【計画】企業債残高 【実績】企業債残高

△ 5,156

△ 4,358

△ 3,664

△ 2,969

△ 2,139

△ 4,718

△ 3,250

△ 1,715

△ 132
1,028906 798 694 695 830
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（百万円）

（図1）当年度純利益と累積損益

累積損益(計画) 累積損益(実績) 純利益(計画) 純利益(実績)
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(2) 前提条件の見直し 

前期計画期間の実績を受けて、下水道の整備計画である「第 4 次松山市下水道整備基本構想」との

整合を図りながら、財政収支を試算するための前提条件となる投資規模などを見直しました（図 3）。 

 

①投資規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②収益・費用 

費目等 当初 見直し 

収 

益 

下水道 

使用料 

調定件数 H23～H26 の平均増減率 H27～R2 の平均増減率 

調定１件当たり 

有収水量 
H23～H25 の平均増減率 H30～R 元の平均増減率 

費 

用 

維持 

管理費 

修繕費 
浄化センター修繕計画の増減率 

毎年度+1.57% 

H27→R2 の対 27 年度増減率を年換算 

毎年度+4.38% 

委託料 
H23→H26 の平均増減率 

毎年度+0.73% 

H27→R2 の対 27 年度増減率を年換算 

毎年度+2.48% 

R8 以降：固形燃料化施設の導入 +261,500 千円 

動力費・薬品費 有収水量の増加率と同率増加 
有収水量の増加率と同率増加 

R8 以降：固形燃料化施設の導入 ▲41,500 千円 

その他 H23→H26 の平均執行額 
R3 予算額（燃料費除く） 

R8 以降：固形燃料化施設の導入 燃料費▲90,000 千円 

資本費 

借入利率 

建設債（30 年）2.0% 

平準化債（20 年）1.5% 

特別措置（20 年）1.5% 

建設債（30 年）1.13% 

平準化債（20 年）0.58% 

特別措置（20 年）0.57% 

減価償却費 既存台帳+投資額に基づく新規取得 既存台帳+投資額に基づく新規取得 

資産減耗費 既存台帳の耐用年数満了に伴う計上 既存台帳の耐用年数満了に伴う計上 

 

 

 

 

⚫ 下水道使用料の基礎となる調定１件当たり有収水量は、策定時と比べ減少傾向であり、減少幅が大きくなった平成 30 年度から令和

元年度の減少率に見直しました。 

⚫ 修繕費及び委託料は、労務単価の上昇や施設の老朽化に伴い大きく増加しており、平成 27 年度と令和２年度の増加額を年換算

し、毎年度増加率に見直しました。 

⚫ 固形燃料化施設の維持管理費※は、令和８年度の導入以降、委託料が増加する一方で、動力費及び燃料費の減少を見込んで 

います。なお、委託料は、現在使用している焼却施設を使用した場合との差額を見込んでいます。 

⚫ 借入利率は、各企業債※の平成 21 年度から令和元年度の平均利率に見直しました。 
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（百万円）
（図3）投資額の推移

ストックマネジメント 未普及解消 浸水対策

耐震化 その他 企業債

国庫補助金

⚫ 後期計画期間の 5 年間（令和 4～8 年度）は、浸水対策や老朽化対策等にかかる投資額を精査した結果、約 300 億円から   

約 336 億円に見直しました（平成 29～令和 8 年度までの 10 年間の事業費は、600 億円から 640 億円になります）。 

⚫ 国の定める未普及解消期間が令和 8 年度までのため、次期計画期間（令和 9 年度～）は、未普及解消事業費を減額する一方で、

老朽化した管渠や設備等の更新事業費を増額しました。 

⚫ なお、管渠等の更新事業費について、ストックマネジメント※の考え方に基づき、適正な更新時期を設定するとともに、掘削のいらない管更

生へ工法の見直し等を行っており、令和 9 年度以降の投資規模は、計画策定時よりも抑制し 65 億円/年程度に設定しています。 

単年度投資額 65 億円を基本に見直し   後期計画（令和 4～8 年度）の見直し 

事業名 当初 見直し 増減額 

未普及解消 16,260  11,650  ▲4,610  

改築更新（ストックマネジメント） 9,651  9,973  322  

耐震化 2,708  1,604  ▲1,104  

浸水対策 1,381  4,958  3,577  

耐水化 ―   888  888  

固形燃料化 ―   4,500  4,500  

合計 30,000  33,573  3,573  

 

（単位：百万円） 
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(3) 財政収支の検証 

    中間見直し後の損益収支は、当初計画に比べ、期間内の利益（累積損益）は減少するものの、年度

差は少なく安定しており、黒字を堅持できる見込みです。また、利益剰余金も、当初に比べ約 41 億円  

減少しますが、令和 18 年度で約 181 億円を見込んでおり、財務の健全性も維持できる見込みです 

（図 4）。そのため、当該計画期間での投資額の増額変更も許容範囲と判断しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、経営指標についても、令和８年度の目標値をおおむね達成できる見込みです。 

しかしながら、中期的には、人口減少に伴う下水道使用料の減少や、維持管理費※及び減価償却費※

の増加により、純利益が減少していく見通しであるため、更なる企業債※の借入抑制に加え、維持管理費※

の縮減にも継続的に取り組んでいく必要があります。 

 

指標一覧 
R8 年度 

（目標） 

R8 年度 

（見込） 

R18 年度 

（見込） 

類似都市平均 

【R 元年度】 

経常収支比率 115.0%以上 110.7% 101.8% 106.2% 

流動比率 100.0%以上 153.4% 198.3% 64.7% 

借入金残高対使用料収入倍率 16.5 倍未満 16.3 倍 12.1 倍 14.6 倍 

処理区域内人口 1 人当たり借入金残高 292 千円以下 289 千円 206 千円 230 千円 

自己資本構成比率 58.8%以上 61.0% 75.3% 58.2% 
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（図4）当年度純損益(左軸)と累積損益(右軸)

累積損益（策定時） 累積損益（見直し） 当年度純損益（策定時） 当年度純損益（見直し）

後期計画

当年度純利益 

(百万円) 
累積損益 

(百万円) 



- 17 - 

(4) 今後の財政運営方針 

令和 4 年度以降の計画では、累積欠損金の解消に伴う利益剰余金の発生と、投資額の増額による  

企業債※残高の減少ペースの鈍化を見込んでいます。そのため、今後の財政運営方針を以下のとおりとしま

す。 

 

 ①利益剰余金の処分方針と留保資金の確保 

本市の下水道経営は、令和３年度決算で累積欠損金を解消し、新たなステージへ入る見通しです。 

今後は、健全経営の継続により利益剰余金は蓄積される見通しであるため、企業債※の償還や建設改良

費の一部に充てるなど、利益を適正に処分していくことが求められます。また、国の財政支援が不透明な中で、

新設時と同様の補助金を確保できない可能性もあるため、将来に向けて、改築資金の確保に努めていく  

必要があります。 

そのため、後期計画では減債積立金や建設改良積立金など、利益剰余金の処分方針を検討するとともに、

一定の留保資金を確保する中で、将来の大規模な施設更新に向けた基金造成の必要性についても検討を

行います。 

 

 例．減債積立金の処分額算定（案） 

  減債積立金 ＝ 企業債※償還金 － 控除項目（特定財源相当） 

   ※控除項目 … 企業債※（資本費平準化債※、特別措置分）、一般会計繰入金※ など 

 

 

②新規企業債※の借入抑制 

国庫補助金を活用せず、企業債※のみで事業を行う起債単独事業については、企業債※残高を縮減する

ために、令和４～８年度で単年度当たり平均約４億円の借入抑制を行います。 

さらに、令和９～18 年度も同様の条件で試算した結果、令和 18 年度末の企業債※残高は、約 616

億円となり、発行抑制前に比べ、約 70 億円の残高縮減となる見込みです（図 5）。 
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（図5）借入抑制による企業債残高の推移

企業債残高 企業債残高（抑制後）

（百万円）
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4．下水道使用料の検証 

後期計画期間（令和4～8年度）の財政収支の見直しにあわせ、下水道使用料の検証を行いました。 

 

(1) 使用料収入等の推移 

水洗化人口は、直近改定年度の平成 25 年度以降、毎年度 2,000 人程度増加しており、調定件数

は平成 25 年度の 181 万 9,000 件から令和 2 年度の 202 万 9,000 件へと約 11.5%増加しています。 

一方、調定１件当たり有収水量は、平成 25 年度の 17.71 ㎥から令和 2 年度の 16.75 ㎥へと    

約 5.4%減少しており、それに伴い使用料収入も増加幅が徐々に小さくなっています。 

今後も、普及拡大の効果が見えづらい傾向が続くと予測しています（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 需要構造の変化 

調定件数は、前述のとおり、普及拡大に伴い増加しています。しかしながら、需要構造に変化が生じており、

1～30 ㎥/月の使用が大きく増加する一方、31 ㎥/月以上の使用は減少しています（図 7）。 

また、使用料収入も、平成 25 年度の約 56.2 億円から令和元年度の約 59.9 億円へと増加しています

が、需要構造の変化により、31 ㎥/月以上では約 0.3 億円減少しています（図 8）。 
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（図6）調定件数・調定1件当たり有収水量

調定件数 調定１件当たり有収水量

(㎥)(千件)
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（図7）調定件数

1～30㎥/月 31～1000㎥/月 1001㎥/月 以上

3,252,278 3,652,938 

1,517,747 
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848,418 
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（千円）

（図8）使用料収入

1～30㎥/月 31～1000㎥/月 1001㎥/月 以上

（H25→R 元） 

（H25→R 元） 
（▲55） 

（▲7,785） 

（+192,057） 

） 

（▲15,814） 

（+400,660） 

） 

（▲18,280） 

5,618,443 千円 

） 

5,985,009 千円 

） 

実績 予測 

※使用料収入（公衆浴場を除く）は、実績水量と平均単価を基に、 

区分毎に税抜額を推計 

▲34,094 千円 

単位 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

処理人口 人 312,175 314,114 316,326 318,421 319,796 322,460 325,450 328,846

水洗化人口 人 286,405 288,338 290,986 294,021 295,913 298,938 301,388 304,088

有収水量 千㎥ 32,209 32,573 32,573 33,168 33,439 33,617 33,637 33,974

使用料収入 百万円 5,658 5,722 5,810 5,912 5,952 5,979 5,989 5,984

1,819 千件 

） 

2,003 千件 

） 
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(3) 使用料対象経費回収率※ 

   後期計画期間内の現行使用料の適否は、使用料対象経費回収率※を算定し、検証します。 

 

 ①使用料対象経費の算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②使用料収入の算定 

 

 

 

 

 

 

③使用料対象経費回収率※ 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 使用料改定の必要性 

後期計画期間の使用料対象経費回収率※の平均は、106.7％となっており、現行の下水道使用料で

回収すべき費用を全て賄うことができる見込みです。そのため、令和４年度から令和８年度までの 5 年間で

の 使用料改定は、不要と判断しました。 

ただし、需要構造の変化や人口減少などにより、下水道使用料は将来的に減少していくことに加え、維持

管理費※や減価償却費※は増加していく見込みです。そのため、次期計画期間（令和 9～13 年度）に 

向けては、資産維持費※の導入をはじめ、使用料体系の見直しや将来を見据えた負担の平準化などの  

検討を進めていく必要があります。  

有収

水量

使用料

収入

調定

件数

調定１件

当たり

有収水量

使用料

単価

「使用料対象経費（総括原価）」とは 

 下水道使用料に求められる適正な原価を算出するため、財政計画の費用を汚水処理費と雨水処理費

に分解し、汚水に係る維持管理費※及び資本費※（減価償却費※・支払利息等）を計上したもの。 

単価（円）

161

176

194

211

223

235

2571001m3/月以上

水量区分

0～30m3/月

31～50m3/月

51～100m3/月

101～250m3/月

251～500m3/月

501～1000m3/月

使用料単価(R2 実績) 

（単位：千円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 計

6,003,754 6,017,486 6,026,693 6,036,838 6,041,093 30,125,864

維持管理費 2,316,931 2,358,947 2,401,908 2,513,205 2,579,441 12,170,432

資本費※ 3,386,080 3,295,640 3,251,706 3,071,404 3,054,518 16,059,348

5,703,011 5,654,587 5,653,614 5,584,609 5,633,959 28,229,780

105.3% 106.4% 106.6% 108.1% 107.2% 106.7%

※ 公費負担を差し引いた額としている。

使用料対象経費回収率（a/b×100）

下水道使用料（a）

費用合計（b）
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5．「松山市下水道事業経営戦略」の体系（令和 4～8 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

技術やノウハウを次世代へ継承する 

職員のモチベーションの維持及び向上 

各種研修の充実 

下水道サービスを維持するための組織体制の研究 取組 

●新技術や新工法を習得するための技術講習会への参加 

●再雇用等の活用により、技能やノウハウの円滑な継承 

●各業務のマニュアル化を進め、引継ぎ事項を定型化 

取組 

●新たな働き方への対応 

●幹部職員と若手職員によるフリートークの実施 
取組 

●専門知識と経営感覚のある職員の育成 

●上下水道事業に精通した職員の育成 取組 

●適切な人員体制の研究 

●効率的な組織体制の検討 

防災対策の充実、危機管理等の体制整備 

資産・資源の有効活用 

官民連携※の推進 

投資の平準化と予防保全型※の維持管理 

広域化・共同化・最適化 

●大規模地震や大雨等の災害発生時の対応 

●事故や災害発生時の体制強化（委託業者との連携拡充） 

●下水道 BCP※に基づく訓練等の実施と継続的な見直し 

取組 

取組 

取組 

●民間委託の調査・研究 

●官民連携※浸水対策の研究 

●産学官パートナーシップの研究 

●民間資金及びノウハウの活用 

●ストックマネジメント※計画に基づく適切な施設管理 

●耐水化計画の策定及び実施 

取組 

●2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取組 

●消化ガス発電設備の高稼働維持 

●下水熱※の活用 

●保有資産の活用 

取組 ●（広域化）行政区域の境界地域の下水道整備の調査研究 

●（共同化）汚泥の共同処理に係る調査研究 

●（最適化）処理場統廃合に係る調査研究 

経営の効率化 
●資本費※の削減 

●留保資金の確保 

●投資以外の経費の削減 

●省エネ・省 CO₂機器の導入 

取組 

取組 
●効率的な接続勧奨の検討 

●滞納整理や電話勧告の実施による未収金の減少 

●費用対効果を考慮した不明水※対策 

●将来の財源確保の検討 

●新たな収入の確保 

経営基盤の強化 

広報・広聴活動の充実 
●市内小学校の出前講座等の充実 

●処理場見学の受入の推進 

●お客様に対する積極的な情報公開及び発信 

●発信方法及び内容の継続的な見直し 

取組 

下水道情報の見える化の推進 

お客様サービスの充実 

●ホームページの内容を充実 

●経営成績などの公開と将来の課題の見える化 
取組 

●お客様対応業務委託の拡大の研究 

●幅広い層のお客様ニーズの把握 

●新たな支払方法の検討 
取組 
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6．「松山市下水道事業経営戦略」の指標（令和 4～8 年度） 

 

戦略 項目 指標 単位 
実績値 

(R2) 

目標値(R8) 
望ましい

方向 
備考 

当初 変更 

資産・業務 

戦略 

効率性 水洗化率 % 92.5 
93.0 

以上 
変更なし ↑  

生産性 
損益勘定職員 1 人当たり 

使用料収入 
千円 117,329 

126,000 

以上 
変更なし ↑  

施設 

安全性 
管渠の改築更新率 % 91.1 ― 変更なし ↑ 

目標はストックマネジメン

ト計画等の計画期間

終了年度に 100％ 

組織・人材 

戦略 

能力開発 

及び 

技術継承 

外部講習会参加率 

(新規配属者を対象とする) 
% 69.2 100 変更なし ↑  

引継ぎ実施率 % 100 100 変更なし ↑  

マニュアル化率 % 100 100 変更なし ↑  

財務 

戦略 

コスト 
処理区域内人口 1 人当たり 

汚水維持管理費 
円 6,134 

6,090 

以下 

7,500 

以下 
↓ 

類似都市平均を

参考に見直し 

収益性 経常収支比率 % 112.7 
115.0 

以上 
変更なし ↑  

安全性 

累積欠損金 千円 131,654 解消 変更なし ―  

流動比率 % 86.8 
100.0 

以上 
変更なし ↑  

借入金残高対使用料 

収入倍率 
倍 19.8 

16.5 

未満 
変更なし ↓  

企業債依存度 % 54.1 
60.0 

未満 
変更なし ↓  

処理区域内人口 1 人当たり 

借入金残高 
千円 361 

292 

以下 
変更なし ↓  

自己資本構成比率 % 54.6 
58.8 

以上 
変更なし ↑  

広報 

戦略 
情報の量 

延べ情報発信回数 

(ホームページを除く) 
回 21 5 変更なし ↑  
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7．財政見通し（詳細） 
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8．用語の解説 

 

用語等 解 説 ページ 

【あ】 

維持管理費 管渠の清掃費、ポンプ場の電気代等、下水処理場の薬品

費、修繕費、委託費等やそれらに関する人件費などのこと。 

9,15,16 

19 

一般会計繰入金 一般会計から下水道事業会計に繰入れられる資金（税

金）で、総務省が繰出基準を毎年度通知している。具体

的には、雨水処理に要した経費などについて繰入れられて

いる。 

17 

【か】 

改築更新 既存の施設を取替えることにより、耐用年数を延長させるこ

と。 

1,4 

官民連携 行政と民間が連携し事業を行うこと。これまで、地方自治

体が行ってきた事業に、民間事業者が事業の計画段階等

から参加することである。 

2,20 

企業会計 現金収支を単式簿記で記録する「官公庁会計方式」と異

なり、現金収支の有無にかかわらず、経済活動の発生とい

う事実に基づき、その発生の都度記録し、複式簿記により

経理するもの 

1,6 

企業債 公営企業の建設改良費等の財源に充てるために、国など

から長期で借り入れる資金。下水道施設は将来にわたり長

期間使用するため、世代間の公平性を図る観点から、施

設整備の財源として活用している。 

8,9,10,14

15,16,17 

26 

元金均等方式 毎回の返済額のうち、元金が一定の返済方法のこと。支払

利息も含めた当初の返済額は多くなるが、元金の減少が早

いため、結果として、総支払利息及び総支払額を元利均

等方式※よりも少なくすることができる。 

8,25 

元利均等方式 元金と利子を合わせて、毎回一定額を返済すること。元金

均等方式※に比べて当初の返済額を少なく抑えることができ

る。 

25 

下水熱 下水の温度は、年間を通して安定しており、大気の温度と

比較し夏は冷たく、冬は暖かい特性があるため、この下水と

大気の温度差エネルギーを活用することができる。 

2,3,20 
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用語等 解 説 ページ 

【か】 

減価償却費 管渠などの下水道資産は、使用によってその経済的価値を

減少していくが、この減少額を毎事業年度の費用として配

分したもの。なお、取得原価を耐用年数にわたって徐々に

費用化するものであるが、一定の方法により計画的、規則

的に行わなければならない。 

16,19,26 

【さ】 

GKP 

(下水道広報プラットフォーム) 

下水道界をはじめ様々な人々が交流する場として、情報共

有や広報活動を通し、下水道の真の価値を伝えると共に、

これからの下水道をみんなで考えていく全国ネットワークのこ

と。 

12 

資産維持費 施設更新時に、物価上昇や高機能化（耐震化等）など

工事費が増加する部分であり、資産を維持していくために

必要となる額のこと。 

8,19 

資本的収支 将来の営業活動の基礎となる建物や施設に関わる収入と

これに対応する支出をいう。 

23 

資本費 営業活動の基礎となる施設等の建設などに伴って、後年度

に発生する減価償却費※と建設の財源となる企業債※に係

る支払利息などを指す。 

8,19,20 

資本費平準化債 建設改良に関する地方債の元金償還期間と取得資産の

償却年数が異なることで、元金償還額と減価償却費※の

間に差額が生じ資金不足になることから、当該差額を後年

度に繰り延べ、資本費負担を平準化するために発行する地

方債 

17 

事後保全型 施設や設備の維持管理に当たり、異常の兆候や故障の発

生後に対策する管理方法のこと。⇔予防保全型※ 

27 

収益的収支 企業の営業活動に伴って発生する収入とこれに対応する支

出をいう。 

22,27 

消化ガス売電事業 汚泥の処理過程から発生するガスを使って発電し、電力会

社に売電する事業 

3 

使用料対象経費回収率 汚水処理に要する費用（元金償還金不足額を含む。）

を下水道使用料でどの程度回収しているかを示す比率とし

て本市独自に設定した指標で、高い方が良い。 

19 

ストックマネジメント 持続可能な下水道事業のため、明確な目標を定め、膨大

な施設の状況を客観的に把握、評価し、中長期的な施設

の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的

に管理すること。 

2,3,4,15 

20 
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用語等 解 説 ページ 

【さ】 

損益勘定職員 企業の営業活動に携わり、収益的収支※により賄われてい

る職員 

4 

【た】 

長寿命化 施設の一部を補修または部分取り替えなどによって、耐用

年数を延伸すること。 

2,3,4 

【な】 

農業集落排水事業 農村世帯の生活環境の向上・農業用水の水質保全などを

目的とした汚水処理事業 

2 

【は】 

BCP 事業継続計画のことで、不測の事態が発生した際、重要

業務への影響を最小限に抑え、仮に中断してもなるべく速

やかに復旧・再開できるようにあらかじめ定めておく計画のこ

と。Business Continuity Plan の略。 

2,3,20 

不明水 地下水や雨水などが老朽化した管渠等の隙間から流入し

たもの 

8,20 

包括的民間委託 下水処理場の維持管理にあたって、民間事業者が施設を

適切に運転管理し、一定の要求水準を満足する条件の下

で、下水道の運転・維持管理方法の詳細について民間事

業者の裁量に任せる発注方式 

2 

【や】 

予防保全型 施設や設備の維持管理に当たり、異常や故障が起こる前

に、計画的に修繕等を行う管理方法のこと。⇔事後保全

型※ 

2,3,20,26 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


